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或 る 遁 走T.s.エ リオ ッ トの
詩 に現 われ る海 と鴎 に関す るノー ト
田 口 哲 也
Yes, as every one knows, meditation 
and water are wedded for ever. 
   (Herman Melville:  Moby-Dick  , Chapter 1)
表 題 を見 て 「またエ リオ ッ トか」 と思 ったか も しれ ませ んが,F伽7
Quartetsの第三 ・四重奏 であ るTheDrySalvagesを中心 に してこの忘 我 ち
れ た法皇 的詩 人の一連 の海 に関す る形象 を追 い,そ の形象 の背後に あ る憙
識につ いて,主 題 と作 品解 釈か ら遊 離 しない範 囲内で若干 の意味付 け をや
ってみ たい と思い ます 。海の形象 を重視 したいのは,ひ とつ にそれが処女
作TheLoveSongofJ.AlfredPrufrock(以下Prufrockと記す)以 来の エ
リオ ッ ト的叙情 の源泉 だか らであ り,ま た一連 の海 の形象の変質 の過 程が
詩 人の精神 の 内面 的な変質 と呼応 してい るか らで もあ ります。エ リオ ッ ト
の歌 が終わ った今 も静か に流れて いるテムズ川に一石 を投 じるこ とがで き
れ ば御慰 みです。
エ リオ ッ トの詩 を論 じるには まずFourQuartetsを理 解 してお かね ばな
りませ ん。 この長編詩 は彼 の詩作 の結論 であ り完成作 です 。 もっ とも完 成
作 だか らと言 って最 も感動的 な作 品であ る とは限 りませ んが。今 その全体
を解 明す る紙 面の余裕 がな いので,浅 薄に なるの を覚 悟 の上 で主題 を図式
的に纒めてみ ることに します。l
FourQuartetsの根本 主題は 第一 ・四重奏,BurntNortonです で に 明 ら
か にな って しまい ます。 エ リオ ッ トに とっては生 も死 もそれ は畢竟 時間の
問題 とな ります 。生 と死 と交 尾 とい う単純 で無意味 な人間の生 の繰 り返 し
は コー ヒーの スプー ンで量 り尽 され て しまう,時 計的 な時間に過 ぎないの
ですが,い くらこの現 実 を冷徹 に見据 えた ところで,人 生に意味 な どない
とい う絶望 的な認識 が深 まるばか りで,解 放 はや って こない訳です。 そこ
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で観念の操作による仮構が築かれてゆ くのですが,エ リオ ットは仮構その
ものに執着 して,仮 構に現実以上のリア リテ ィー を付与 させ るという多く
の芸術家 の取 る道を選ばずに,観 念そのものに執着 していきな り仮構が現
実 とともに実在するという大前提 をBurntNortonの冒頭で歌い上げます。
即ち日常的な時を越えた 「不動の動者」の君臨する純粋な存在の場がある
とせ よ,と 言 う訳です。それが過去も現在 も未来も同時に現存するひとつ
の終標だ というのです。
このようにエ リオットという男はステファヌ ・マラルメと同 じく飽 く迄
理詰めで詩 を書いてゆ くのですが,実 はそれ以外の詩作の方法 を奪われて
しまってい るのです。近代合理主義哲学の末端 に位置するこの詩人にとって
笙の感情だけに依拠 した詩作など子供騙 しにしか見えなかったようです。1)
エ リオ ッ トは今世 紀のニ ヒ リズムの最 大の体現 者の一人 です 。何 が起 ころ
うともすべ て は意 味のな い反復 に過 ぎな い としかエ リオ ッ トの 目には 映 ら
ないのです。Preludeの最後の二行,"Thewor]dsrevolvelikeancientwom.
ぷし
en/Gatheringfuelinvacantlots."これこそが エリオット節 と も言 うべ き
ニ ヒ.リズム の表現 です 。世 界 と老婆が複数 になってい るのが利 いてい ます。
Ash-Wednesdayでエ リオ ッ トの詩 を二 つ に 区切 る とした ら,そ れ以後
の詩 は以 前の詩 に比べ て内的 な緊張感 が弱 くなってい る と言 うのが大方の
見方だ と思 い ます。 これは初期の詩 に漲 って いた劇性 が後退 してゆ き,後
期 にな るに したが い語 りの要 素が強 くな って くるのがひ とつの原 因か と思
われ ます。即 ち所謂ペ ル ソナ群 が消 え,ほ とん ど存在 を感 じさせ る ことの
ない,impersonalな語 り手 の み に よ って詩 が進行 してゆ きます。一 人称
は このimpersonalな語 り手 の"1"で あ り,二 人称 はeditorialな"you"
にな り,三 人称に いたっては一 向に奥行 きのな い平板 な,人 物 とも象徴 と
もつ かぬ者 だけ とな ります 。ですか らエ リオ ッ トの作 品全体 と有機的 に関
連 させ て読 まずに個 々 を漫 然 と読 んで いては何 が書 いてあ るか さっぱ り分
らな い と言 う事 態が生 じて きます。エ リオ ッ トの詩 の難解 さは実 はこの辺
に種 があ るの です 。
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Ash-Wednesday以後の作 品が くだ らない,抹 香臭い,初 期の作品の方
が好きだ と主観 を述べ るのは 自由なのですが,そ してそれはその主観 を述
べ る人に とってはその通 りでもう一言も必要でないのでしょうが,こ こで
は少 し深入りしで何故にエ リオットが内的な緊張感まで犠牲にして方向転
換を行なわなければならなかったのかを考えてみたいと思います。という
のも後期の作 品をつ まらないと断ずるならば断ずるな りの理由が少な くと
も作品解釈に即 して必要だと思 うからです。
ペルソナが消え,劇 性が失われ,ス トレー トな表現が,二 重,三 重 にべ
一ルで覆われて不透明な,impersonalな表現になってゆ く過程の裏 には
自分 自身さえ喰い尽しかねない,常 に覚醒 した意識の目を覆い隠そうとい
う詩人の意図が常に働 いているのです。2)こ の内へ内へ と切れ込んでゆ
く目こそがすべての存在 をバラバラに分解 し,物か ら意味 を剥 ぎ取 り世界
を中心のない,神 のない単なる物質の固まりにしてしまう元凶なのです。
故にこの 自我意識の核 とも言 うべ き意識の 目の働 きを抑制 しない限 り,初
期の意味なき反復 としての世 界が,実 質を具えたFourQuartetsのpattern
へ と転化する契機を永遠に失 うことになるのです。
さらに意地悪 く言うな らば,我 々が初期の詩から感 じるとい う詩人の内
的な緊張感 とは,実 は,若 き詩人の未整理な,混 乱 した,詩 人 自らが好 き
な用語に従 うなら"未熟な"情 念なのです。後期のエ リオ ットがあれだけ





もいいか ら何か建設的な もの を歌わねば という事になって くるのです。
この嘘でもいいか らと言 うのが如何に もエ リオッ ト的なところです 。つ
まり,ど うしてもこの主知的な意識の目か ら逃れたかったら目を潰 してし
まうか付けか えるか しなければならないのに,意 味のない反復をとにか く
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実質の あ るpatternだとせ よと言 うの です 。 そ うすれば 当然 内に向か う厳
しい 目の追 求か ら自由に なる と言 うのです 。要 す るにmakebelieveなの
です。エ リオ ッ トが 如何 に終生 このmakebelieveに執 着 したか はThe




しかしい くらpattemを追 い求めてもそれこそ視 点が変 わってないの ですか
らpattemはついに永遠 の憧れに止 どまるしか ない はず です 。エ リオ ッ トは
知性 にもたれ かか ります。TheDrySalvageslllにこんな くだりが あ ります。
Here between the hither and the farther shore 
While time is withdrawn, consider the future 
And the past with an equal mind. 
And do not think of the fruit of action. 
Fare forward.
もっとも,時 を岸 と潮で もって表 わす のは エ リオ ッ トの独 創ではあ りませ
ん。 『マ クベ ス』 の 第一幕 第七場 でマ クベ スが こんな独 白をします 。
                   
. . . this blow 
Might be the be-all and the end-all here, 
But here, upon this bank and shoal of time, 
We'd jump the life to  come  . . . .
今世 紀 の時に憑か れた詩 人 はや は り時に憑 かれた反逆 児に"donotthink
ofthefruitofaction."とア ドバ イス をす るのですが,こ れはエ リオッ ト
が,苦 悩 が疸久 であ るこ とは他 人の苦 悩 を追体 験す る方 が 自分 自身 の場合
よ りよ く分 ると思 ってい るか らです 。(TheDrySalvages,11.104・110)しか
もその苦 悩 を誤解 に もとつ くもの,誤 った ものへの期待,誤 った ものへ の
恐れか ら生 じた もの と細か く分類 まで して います。 これでは まるでア リス
トテレスの 『詩学』 講義 の よ うな ものです 。確 か に知性 的ではあ りますが,
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詩人 としては後退です。決定的なダメージでさえあります。詩的な効果が
最大になった ところで意図的に散文的な観照を始めて,ま るで潮が退 いて
ゆ くように,高 まった 緊張感を弛緩するというpattemは確かにFour




るはずです。実は先述 した技法にしか過 ぎないpatternによってマ クベス
に代表 されるような狂気 を押 えてい亨るのです。そしてこの技法の背後には
充血した例の目が忙 しく瞬 きをしています。
ところが,こ れらの狂気 こそが実存への切 り込みを可能にするのであり,
延 いてはエ リオッ トのような世 界か らも自己か らも二重に疎外された病め
る知識人を自由に して くれるものなのです。例えば我々は不安 を通 して実
存に切 り込んだカフカの文学を持っています し,この上なく孤独でこの上
なく素晴らしいパステルナー クの文学を持っています。逆説的に言 うなら
ばエ リオ ッ トには不安が不 足 してい るのであり,十分臆病者にな り切っ
ていないのです。第一,真 に臆病でない者に真の祈 りがあるでしょうか。
エ リオットは知性 という実に人間的な属性からなお 自由ではないのです。






I have seen them riding seaward on the waves 
Combing the white hair of the waves blown back 
When the wind blows the water white and black. 
We have lingered in the chambers of the sea
田 口 哲 也 Z53
By sea-girls wreathed with seaweed red and brown 
Till human voices wake us, and we drown.
ノース ロ ップ ・フライの言葉に従 うとこの海 は現 実 とwish-fulfilmentの
世 界 を同 時 に象 徴 した もの です 。4)とこ ろが 第 二詩集 に収め られ ている
DansleRestaurantの最 後の七行 に歌 われ る海は完全 にwish-fulfillnent
の海 であ っ て,現 実 は陸地 に押 し込め られて海か ら後退 してゆ きます。エ
リオ ッ トは この七行 に多少修正 を加 えて英訳 し,TheWashLandの"Dea・
thbyWater"に使 って い ますが,こ こ ではオ リジナルか ら引 いてみ ます。
 Phlebas, le  Phenicien, pendant quinze jours  noye, 
Oubliait les cris des mouettes et la houle de Cornouaille, 
Et les profits et les pertes, et la cargaison  d'etain: 
Un courant de sous-mer l'emporta  tres loin, 
Le repassant aux  etapes de sa vie  anterieure. 
Figurez-vous donc,  c'etait un sort  penible; 
Cependant, ce fut jadis un bel homme, de haute taille.
この詩行 を念頭 に置 いて,や は り上の二つ の詩 と同 じく詩の最 後に置かれ
たGerontionの海 を見て下 さい。
    Gull against the wind, in the windy straits 
Of Belle Isle, or running on the Horn. 
White feathers in the snow, the Gulf claims, 
And an old man driven by the Trades 
To a sleepy corner.
エーテルをかけられたような空の下で訳の分 らないことを呟いていたプル
フロックも,薄汚ないウェイターの与太話にイライラさせ られるレス トラ
ンの客 も,過去の人類史に悪態 をつ く五感 を喪失 した老ゲロンチョンも,
皆一様に心の中で憧れの海を思い描 くのです。しか し,プルフロックの海
とゲロンチ ョンの海では大分様子が変わってきます。片方は現実 とも夢 と
も区別のつかない海ですが,も う一方の海はかなり明確なイメージです。
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フ ル゜ フ ロックの海に いるのは"sea-girls"(音か らsea・gullsを連想 します),
フ ランス語 の詩 では鴎 の声が聞 こえ,Geyontionでは"Gullagainstthe
wind"です 。(二行 下 で"Gulf"が出て くるのでseaを取 って"Gu11"とし
たので しょう。)ここで ようや く海 の上 を風 に逆 らって飛 ぶ タフな鴎が 前面
に登場 す るのですが,次 の"DeathbyWater"では再 び鳴 き声だけに な り,
や がて完全 に姿 を消 して しまい ます 。
長 い沈黙の後,エ リオ ッ トの詩 で再 び鴎 とその海が登場 す るの は ・4sh-
WednesdayVIです 。そ の 第二連はこ うです。
Wavering between the profit and the loss 
In this brief transit where the dreams cross 
The dreamcrossed twilight between birth and dying 
(Bless me father) though I do not wish to wish these things 
From the wide window towards the granite shore 
The white sails still fly seaward, seaward flying 
Unbroken wings
Ash-Wednesdayの主 題 はrenunciationで し た 。 こ の 海 は も は やwish-
fulfilmentでは あ り え ま せ ん 。 美 し い 詩 行 の 間 に は 悶 々 と し た 詩 人 の 苦 悩
が あ り ま す 。Gerontionにあ っ た"Gullagainstthewind"とい う簡 潔 で 力
強 い 表 現 は"Thewhitesailsstillflyseaward,seawardflying/Unbroken
　 　 ロ
wings"とい う美 しい け れ どもベ ールのかか った,悪 く言 えば玉 虫色 の表
　 　
現 にな ります。 この海 は生 と死の間 の黄 昏の海 であ るこ とに も注意 しな く
て はな りませ ん。 次のMarinaでは海に霧が かか って きます。 冒頭 を引 い
てみ ま しょう。
   What seas what shores what grey rocks and what islands 
What water lapping the bow 
And scent of pine and the woodthrush singing through the fog 
What images return 
0 my daughter.
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霧が海 を覆 い,鴎 も消 えます。代 わって出て くるのが"daughter"です。
考 えてみれ ばエ リオ ッ トに とって女 と性 は最 も忌 まわ しい もので した。初
期 の詩 には この嫌悪の情 がは っき りと現 われて い ます。ハ ネムー ンで南京
虫に咬 まれ た跡 をボリボリと掻 く新妻 を見 る男が語 る第二詩集 所収 のLune
deMiel編 だ けで も この ことを証 明す るのに十分 で し ょう。が,性 を嫌
悪す る詩 人 は それ故 に性 を越 えた聖 な る女性 を求め ます 。ここにLaFiglia
ChePiangeの少女やTheWasteLandのヒア シ ンス の少 女 た ちが 出現す
るこ とに な ります 。初 期で は この少女 と海 とは別 々の叙 情 を醸 し出 して い
たのですが,今Marinaに 於 いて融合 され よ うとして い ます。 いや 融合 と
い うよ りも,少 女 た ちが水 浸 しに され て海 の中 に含 め られ てゆ くの です。
大体エ リオ ッ トは女 を水浸 しにす るこ とに異常 な執着 を持 っていた よ うで,
DansleRestaurantの少女 もTheWasteLandの少女 も雨 で び しょ濡れ に
なってい るのですが,SweeneyAgonistesの中では女 を"doin"して リゾー
ル の浴槽 に漬 けてお いた男の話が 出て きます。 とにか くLandscapes中の
CapeAnnで"タフな奴","海 の 真の所有者"と 歌 われ る最 も男性 的な鴎
が消 され海 の女性化が始 ま ります 。TheDrySalvagesでは"daughter"が
"Figliadeltuofiglio"とな り"Ash-Wednesday"の"Lady"までが水浸 し
に されて しまいます 。 この辺 でそ ろそ ろエ リオ ッ ト的 海の決定版 とも言 う
べ きTheDrySalvagesの海 に 向 うこ とに しま し ょう。 少 し長 くな ります
が,15行 目か ら48行目まで引 きます。
 The river is within us, the sea is all about us; 
The sea is the land's edge also, the granite 
Into which it reaches, the beaches where it tosses 
Its hints of earlier and other creation: 
The starfish, the horseshoe crab, the whale's backbone; 
The pools where it offers to our curiosity 
The more delicate algae and the sea anemone. 
It tosses up our losses, the torn seine, 
The shattered lobsterpot, the broken oar
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And the gear of foreign dead men. The sea has many voices, 
Many gods  and many voices. 
                      Thesaltis on the briar rose, 
The fog is in the fir trees. 
                   Thesea howl 
And the sea yelp, are different voices 
Often together heard: the whine in the rigging, 
The menace and caress of wave that breaks on water, 
The distant rote in the granite teeth, 
And the wailing warning from the approaching headland 
Are all sea voices, and the heaving roaner 
Rounded homewards, and the seagull: 
And under the oppression of the silent fog 
The tolling bell 
Measures time not our time, rung by the unhurried 
Ground swell, a time 
Older than the time of chronometers, older 
Than time counted by anxious worried women 
Lying awake, calculating the future, 
Trying to unweave, unwind, unravel 
And piece together the past and the future, 
Between midnight and dawn, when the past is all deception, 
The future futureless, before the morning watch 
When time stops and time is never ending; 
And the ground swell, that is and was from the beginning, 
Clangs 
The bell.
この海 も濃霧 がかか り視 界が良 くあ りませ ん。聴覚 に関係す る単 語が 多
いのに気づ きます 。"howl","yelp","heard","whine","rote","wailing",
"voices"
,"groaner","bell","Clangs"等々 です。鴎 も無 論 その鳴 き声 だ
け で姿 は見 え ませ ん。 海の音に浸 りなが らDoverBeachのマ シュー ・ア
ー ノル ド張 りに冥 想に耽 るのですが
,深 い霧 と強風 の中で詩 人が 思い を馳
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せ るのは生 と死 であ り,そ して時 間なの です。かつてTheHollowMen
で"Sightless"と叫ん だ詩 人 は自我意 識 と切 って も切 れない関係に あ る視
覚 を懸命 に抑制 しよ うとします。 濃霧 の海 とい う設定 はそれ故不可避 だ っ
たので し ょう。
若 き 日のエ リオ ッ トの情熱 的な著作 であ るF・H・ ブラ ッ ドリー に関す
る哲 学論文 で彼 は主観の正体 を捕 え よ うとして大格 闘 を演 じて います が,
結局,主 観 見 る とい う機能 な くしては色即是 空で ある とい う一線
をどうして も越 え るこ とが で きませ ん。エ リオ ッ トは哲学 を擲 って詩に走
るの ですが,長 年 の詩作 と実験 の後に辿 り着 くのが通 常の視覚 を越 えたvi-
sionの詩 的 呪現 です。後 期 の エ リオ ッ トが神秘 思想に惹か れ るの も,そ
の本質 がvisionにあ るか らです。 ただFourQuartetsではAsh-Wednes-
dayと違 っ て超 越的 なvisionが現実 と遊離 しない よ うな工 夫が して あ りま
す 。つ ま り,現 実 のなか で急 に超現実 の穴 にぽ っ くりと八 るような仕掛 け
が あ るので す。 このア リス的 な穴 を後 にエ リオ ッ トは"theloopintime"
(TheFamilyReunion,第一部 第一幕)と呼ん でい るのです が,TheDrySal-
vagesで見 た よ うに これに聴覚 が大 いに貢 献 してい るのです 。海の声 を聞
くうちに"Figliadeltuofiglio"のvisionを見 るよ うに,BurntNortonで
は"echoes"を通 して,FistCokerでは"music"を通 してvisionが現われ
て きます。 これ は 目が駄 目な ら耳 を と言 う実 に"practicalcat"流の発想で
す。
しか し,海 に霧 をか け,男 性的 な鴎 を消 し,女 性化 して,聴 覚 をた よ り
にvisionを描 け ば,内 に切 れ 込 む 目を抱 え 自 らの身 をナ イフ を運 ぶ よ う
に して悪意 に満 ちた街 に運ば な くて済 む訳 です が,固 よりこれは対処療 法
に過 ぎない訳 ですか ら,目 に は 目を持 ってす る以外問題 の根本 は永遠 に解
決 されないのです 。 しか し,エ リオ ッ トは これが 駄 目な らあれ でゆ こ うと
い うや り方 を変 え よう とは しませ ん。 この姿 勢 を池田雅之氏 はアメ リカ文
学 史の中にエ リオ ッ トを捕 えつつ 次の よ うに表現 して います。
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お お ざっぱ にいえば,幾 多のア メ リカの作 家,詩 人 を行 きづ ま らせ,
挫折 させ,あ るいは成 熟 を堰 止め て しまった名 状 しが たい 「闇黒 の力」
(ボー,メ ル ヴィル)あ るいはその二律背反 としての 厂ア メ リカ的 自由」
の最 果(マ ー ク ・トウェ イン,ホ イ ッ トマ ン)こ ういったア メ リ
カ近 代の宿痾 としての 〈悪 夢〉の二重性 か ら,エ リオ ッ トは生涯 をか け
て逃 げ ま くった といって よか ろう。5)
ち ょっ と埴 谷雄高 を連想 させ る名文ですが,「 逃 げま くった」 とは 酷 な,
しか し的 を得 た表現 では あ りませ んか。表現 がべ 一ル で覆 われ始め るAsh-
Wednesday以後 詩 人は遁 走 を開始 す るの ですが,こ れ は決 して華 々 しい
逃 走で はな く,Gerontionにあ る貿易 風に よって流 され てゆ く何 と も気 怠
い もの です。KerryWeinbergとい う人がT .S.EliotandCharlesBaude-
laire(TheHague:Mouton,1969)とい う研 究書 を出 して いますが,エ リオ
ッ トは ど うや ら終 生 ボー ドレー ル的 なア ンニ ュ イか ら逃 れ ることがで き
なか った ようです 。彼の生 に対 す る態度 には常に断 念,諦 念 とい う影 が落
ちるよ うです。 それは彼 の白鳥の歌,TheElderStatesmanを色 濃 く覆 っ
てい る影 です 。
ThelvrySalvagesで"NorthEast"に抗 い" hewind'stail"に向 っ てゆ
くのは鴎 ではな く漁師達 です。紙面 の都合 で十分論 証す る ことがで きない
のが残念 です が,批 評上 で メル ヴ ィル を黙殺 し続けたエ リオ ッ トが この四
重奏 では彼 な ワに 『白鯨』 を意識 してい るの は確実 です。 しか し,風 に抗
わず遁 走 を続 け るエ リオ ッ トには た とえ深 い断 念が あ ったにせ よ,我 々 を
動かす だけの 緊張 した イマ ジネ イシ ョン とス トー リー性 が あるはず があ り
ませ ん。エ リオ ッ トの劇作 には肯定の道 を歩む登場 人物 と否定 の道 を歩む




と同 じで抽 象的過 ぎて現実 味が まるで あ りませ ん。確 かに苦悩 はよ く伝 わ
って きますが,ス トー リー性 という もの が 完全 に 欠如 して います。7)結
果 と して は貿 易風 に流 され る肯定 の道 を歩 む者 た ちの遣 り切 れ ない退屈 な
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生の 日々です。これは一にして先述 したエ リオットの知性尊重 と仮構軽視
に起因します。エ リオットに欠けるのはまず第一に風に向おうとする狂気
です。メル ヴィルの文章 と比べてみて下さい。
With all her might she crowds all sail off shore; in so doing, fights 
'gainst the very winds that fain would blow her homeward , seeks all 
the lashed sea's landlessness again; for refuge's sake forlornly rushing 
into peril; her only friend her bitterest foe!
 But as in landlessness alone resides the highest truth, shoreless, 
indefinite as  God— so, better is it to perish in that howling infinite, 
than be ingloriously dashed upon the lee, even if that were safety! 8)
エ リオ ッ トの後期 の作 品 を面 白くない とす るな ら,そ の最大 の理 由 はエ
リオ ッ トの仮構 に賭 け る情熱の 欠如 に求め られ るべ きで しょう。 しか し,
それは意 図的 にそ うな った だけ では な く,エ リオ ッ トを取 り巻 く状況 の要
請 で もあっ たので しょう。 この状 況 を語 るのは この試論 の任 を越 えてい ま
すが,サ ル トルの哲 学が衰 えた とは言 えなお潜 在的 な影響 力 を持 ってい る
こ と,さ らにはその盟友R・D・レインが 目下 持 て はや されて いるこ とを思
えば,エ リオ ッ トも まだ 息の根 を とめ られては いな いよ うです。 確 かに
TheWasteLandでエ リオ ッ トが援 用 したケ ンブ リッジ学 派の 人類学 は廃
れ,今 全米 で最 大の影響 力 を持つ詩 人の一人,ゲ ー リー ・シュナ イダーが
読 ん でい るのが レヴ ィ ・ス トロー ス という時代 なのですが,一 方 ではジャ
ック ・スパイサー,レ ナー ド ・コー エ ン とい うような詩 人 もい る訳 でエ リ
オ ッ トが直面 した,あ るい は遁 走 した近代 のニ ヒ リズムは まだ気軽 に乗 り
越 え る訳には ゆか ない よ うです 。流行 は流行 に過 ぎないので あって,エ ピ
ゴーネ ンの氾濫 の後に は必 ず揺 り返 しがや って きます 。書架 の片隅で埃 を
か ぶ って いるエ リオ ッ トの詩集がや がては反動的 な役 割 を果 す時 もや って
くるで しょう。風に立 ち向 う鴎 もタフですが,貿 易風に 流され る老 人 もな
か なか しぶ といよ うです。
e160 或 る 遁 走
註
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8)こ れ は 『白鯨 』 中 最 も詩 的 な章 で あ る 第23章か らの 引 用 。NortonCritical
Editionでは97頁 に あ り ま す 。
※ な お 小 論 中 の エ リオ ッ トの 詩 か らの 引 用 は す べ てCollectedPoems1909-
1962(London:FaberandFaber,1963)から で す 。 た だTheDrySalvages
の46行 目 が`tbeground'とな っ て い る の は 明 ら か な 誤 植 な の で 改 め ま した 。
